
 

 

 

 

 

 

 

 

民生福祉常任委員会記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１２月５日 
 

 

 

 

 



 1 

【開催日】 令和４年１２月５日（月） 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午前１０時～午後０時 

【出席委員】 

委 員 長 松 尾 数 則 副 委 員 長 白 井 健一郎 

委 員 大 井 淳一朗 委 員 奥  良 秀 

委 員 福 田 勝 政 委 員 山 田 伸 幸 

委 員 吉 永 美 子   
 

【欠席委員】 なし 

【委員外出席議員等】 

議長 髙 松 秀 樹   
 

【執行部出席者】 

副 市 長 古 川 博 三   

福 祉 部 長 吉 岡 忠 司 福祉部次長兼健康増進課長 尾 山 貴 子 

福祉部次長兼子育て支援課長 長 井 由美子   

子育て支援課課長補佐 野 村  豪 子育て支援課保育係長 重 村 亮太郎 
 

【事務局出席者】 

事務局長 河 口 修 司 庶務調査係書記 岡 田 靖 仁 
 

【審査内容】 

１ 議案第８６号 山陽小野田市児童館条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

２ 議案第９１号 山陽小野田市の児童館の指定管理者の指定の一部変更につ

いて 

 

午前１０時 開会 

 

松尾数則委員長 おはようございます。ただいまから民生福祉常任委員会を開

会いたします。本日の審査日程は、お手元に配付してあるとおりです。
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議案第８６号山陽小野田市児童館条例の一部を改正する条例の制定につ

いて審査したいと思いますが、その前に奥委員から議案内容についての

報告があるということですので、お願いします。 

 

奥良秀委員 先日の民生福祉常任委員会で、この議案説明の冒頭に執行部から

小野田児童館建設の成り立ちの話があり、私は、民間の建物ではないの

かと質疑しました。地域の方でそういう御意見をまだお持ちの方はいら

っしゃるんですが、法務局で登記等を調べましたが、そのような登記が

ありませんでしたので、私の発言を訂正し、謝罪します。 

 

松尾数則委員長 続いて、執行部から説明があるそうです。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 １２月１日の民生福祉常任委員会で、議案

第８６号山陽小野田市児童館条例の一部を改正する条例の制定について

御説明しましたが、その際に委員から御質問いただいたことを踏まえて

資料を改めましたので、資料を御覧いただきながら再度御説明します。

小野田児童館の建物は、建設後６０年以上経過しており、この間に大規

模改修を行っておりません。そのため、近年では施設の老朽化が著しい

ところです。１２月１日の委員会では、「現在の指定管理期間終了まで

児童館を続けることは難しいのか」との御質問も頂きました。建物の現

状を申しますと、大きな修理としては、令和２年度に玄関周辺の外壁が

剝離したため補修しております。また、使用している部屋に大きな影響

はないものの、雨漏りが止まらない状態です。壁や柱にひび割れが多く

発生しており、建築士に現場を確認してもらったところ、「緊急性はな

いが、安全な管理のために日々の確認が必要である」というアドバイス

を受け、児童館職員に状態を観察していただきながら管理しているとこ

ろです。このように、今すぐに倒壊するなど緊急性のある危険はありま

せんが、リスクが高い中、職員は不安を抱えながら勤務しておりますし、

また、不具合箇所が多く、不便さを感じているところもあり、ぎりぎり

まで使用して緊急避難が必要となる前に、また、施設の老朽化が原因で、
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利用者や職員に事故が起こる前に施設を廃止することを判断し、その時

期については児童クラブ等の事業の代替策にめどが立った頃としました。

施設を廃止するに当たり、小野田児童館を使用して実施している各事業

が今後どうなるのかをお示しした資料が、１２月１日にお配りした資料

１です。ふれあい相談室は既に移転しており、児童クラブ事業は令和５

年度から場所を変えて実施します。残る児童館事業について、資料１を

改めたものが本日お配りした資料３です。まず、資料３、「１、児童館

機能の移設先について」を御覧ください。現在、児童館事業として実施

している子どもの生涯学習機能のうち、児童の集団的指導及び個別的指

導に当たる児童館クラブ活動については、場所を小野田地域交流センタ

ーに移して、民間のノウハウを得ながら実施します。先日の委員会では、

「具体的にはどのような事業内容になるのか」という御質問を頂きまし

たので、事業内容の例示を資料３、「２、児童の集団的指導及び個別的

指導の活動例」に記載しております。これは、過日実施した児童クラブ

事業のプロポーザルの際に、参加事業者において既に実施の実績があり、

本市の児童クラブ事業においても実施の提案があった内容です。地域と

の交流に加えて、全国展開の事業所の強みを生かした内容も含まれてい

ます。この資料からも分かるように、児童館クラブ活動については、実

施場所は変わりますが、実施頻度はこれまでとほとんど変わらないと考

えています。次に、児童の健全育成に当たる子どもの遊びの拠点と居場

所としての機能について、最近は１人を割っておりますが、コロナの影

響を受ける前の平成２９、３０年度の平日における平均利用人数は、４

人弱という状況です。これまでは児童館の開館日は児童が利用できる状

況にあり、これが児童館の特徴と捉えて事業を展開してまいりました。

しかし、この機能の需要が減ってきていること、あわせて、山陽地区に

は児童館を設置していないことなどを鑑み、小野田児童館を建て替えて

まで存続させる必要はないと判断しました。最後に保健機能である育児

について必要な助言、指導等及び児童の各種相談については、近年、ほ

ぼ実績がない状況であり、既に他の施設や事業で補完できていると考え

ます。引き続き御審査のほど、よろしくお願いいたします。 
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松尾数則委員長 執行部の説明が終わりました。新しく頂いた資料も含めて委

員から質疑を受けます。 

 

大井淳一朗委員 資料を出していただいたので、これに基づいて質問します。

１、児童館機能の移設先中の表ですが、子どもの生涯学習機能、児童の

健全育成の活動内容、子どもの遊びの拠点と居場所を常設ということで、

令和２年は１人、令和３年は０．３人と利用者が減っている原因を説明

してください。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 令和２年度以降少なくなっていることにつ

きましては、新型コロナウイルスの影響で外出を控えた子どもが多いた

めと思います。 

 

大井淳一朗委員 この数は、児童クラブに属していない子どもの人数だけをカ

ウントしているということでよろしいでしょうか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 おっしゃるとおりです。 

 

大井淳一朗委員 現状を見ますと、児童館のスペースを児童クラブの子たちが

使うこともあると思うんですが、小野田児童館にも同様のことが当ては

まるでしょうか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 小野田児童館でも、新型コロナウイルスの

影響が出始めた頃は、児童クラブを利用する子どもたちの密を避けて感

染拡大防止に努めるために児童館スペースを利用していた時期がありま

した。現在は、本来の児童クラブスペースでクラブ事業を行っておりま

すので、児童館のスペースは確保しております。 

 

奥良秀委員 向かって左側のところが児童館スペースだと思いますが、例えば、



 5 

平日に児童クラブを使いながら児童館に行く子どもたちと、児童クラブ

に入っていない子どもたちが、児童館で集まって遊んでいる場合は、児

童クラブに入っている子どもたちもカウントされるんですか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 児童館クラブ活動は、児童クラブの子ども

たちも参加しておりますので人数に入っておりますが、この資料３でお

示ししている人数には児童クラブの子どもは入っておりません。 

 

吉永美子委員 確認です。児童クラブに入っている子がかなりの割合でこの中

には含まれないですが、児童館クラブの活動に入っているということで

よろしいんですよね。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 おっしゃるとおり、児童館クラブ活動には、

放課後児童クラブの子どもたちも参加しております。 

 

吉永美子委員 この人数には入っていないが、児童クラブに入っている子が児

童館クラブの活動をしていることを入れると、これよりも随分と増える

ということですか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 本日お配りした資料３の活動内容の欄中の

児童館クラブ活動の欄の平均人数、平成３０年であれば１４人、令和元

年であれば１１．６人と載せておりますが、この中には放課後児童クラ

ブの子どもが含まれております。その下にある子どもの遊びの拠点と居

場所の欄の平日の平均人数、平成３０年であれば３．７人、令和元年で

あれば３．６人と示しておりますが、こちらには放課後児童クラブの子

どもは入っておりません。 

 

吉永美子委員 児童クラブの子どもたちは小野田小学校の教室を使っていると

いうことですが、今度児童館を廃止することを鑑みて、その解決策とし

て小学校の教室の一部などを使用して児童館機能を果たすものを造る考
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えはあるんでしょうか。例えば、考えたけど不可能だったなどがあれば、

お知らせください。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 現在の小野田児童館の建物が使えなくなっ

た場合に、これまで常設で行っていた子どもの遊びの拠点と居場所づく

りの事業を新しい拠点に移設して行うことは検討しておりません。と申

しますのも、児童館クラブ活動は参加者も多く、これが一番需要の多い

児童館の役割と考えておりますので、これについては移設します。保健

機能につきましては、既に他の事業で代替可能であると考えております。 

 

吉永美子委員 つまり、小学校の教室なりを使って、児童館の機能をそちらに

移設することは無理だったんでしょうか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 常設という形での継続は考えておりません。 

 

大井淳一朗委員 児童館クラブ活動だけじゃなく、要は、放課後教室的なもの

を小野田小学校内に置くことは検討できなかったのかも含めてお答えく

ださい。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 児童館クラブ活動を小学校の中で実施する

ことは検討しておりません。地域交流センターの活用を考えています。 

 

吉永美子委員 常設を考えていないから学校内を考えなかったということです

か。「常設を考えていません」という答弁がありましたね。児童館クラ

ブなど子どもの生涯学習機能など児童館機能を持たせるために学校の一

部を使うことは考えられなかったのか。それとも、考えても無理だった

のかを聞いているんです。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 小学校の中に現在の児童館機能を持たせる

ことは考えておりません。 
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吉永美子委員 その理由は何でしょうか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 児童館機能を移設する教室スペースの問題

もありますし、放課後の過ごし方を学校でということは考えませんでし

た。 

 

大井淳一朗委員 旧山陽地区では放課後子ども教室をやっていますよね。埴生

は地域交流センターで行っているらしいですが、ほかのところは学校の

施設を使っているんじゃないですか。前回の委員会で、「放課後子ども

教室みたいなものになるだろう」という答弁もありました。小野田小学

校の敷地内が使えるのであれば、わざわざ６００メートル離れている地

域交流センターを使わなくてもいいのではないかと思うんですが、この

点はいかがですか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 常設で学校の中で新しく児童館を行うこと

は考えておりません。山陽地区で実施している放課後子ども教室につき

まして、たしかに委員がおっしゃるように、小学校の武道館や体育館を

利用して活動を行っている校区もありますが、これは常設ではありませ

んので、放課後子ども教室が開催されるときに学校のスペースをお借り

して利用しております。ですので、児童館クラブ活動については地域交

流センターに場所を移すという計画を持っておりますが、開催内容につ

いて、例えば、運動場を使ってスポーツをやりたいということであれば、

学校にもその利用を相談することがあるかもしれません。 

 

大井淳一朗委員 別に常設してほしいという意味ではなくて、旧山陽地区では

学校の施設内で放課後子ども教室をしているわけじゃないですか。同じ

ことを、主に土曜日開催となっていますが、小野田小学校のスペースを

使って、放課後子ども教室みたいなことを児童館クラブ活動としてやれ

ばいいんじゃないかと委員がそれぞれ言っていると思うんですが、そう
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いうことは検討しなかったのでしょうか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 先ほども少し申しましたが、活動内容によ

っては学校をお借りすることもあるかもしれませんが、主に地域交流セ

ンターで実施したいと考えております。 

 

山田伸幸委員 そもそも、地域交流センターに、毎週土曜日、日曜日に借りら

れる部屋があるのかどうか。また、先ほどの話からすると、小学校のグ

ラウンドを使ってとなると、わざわざ小学校まで移動しなくちゃいけま

せんよね。そうであれば、山陽地区のようなやり方が合理的ではないか

と思いますが、いかがでしょうか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 地域交流センターを具体的にいつ使えるか

は、地域交流センターと協議しながらになります。また、仮に小学校の

体育館や運動場を借りるのであれば、その日の活動は運動場や体育館が

集合場所になるので、わざわざ地域交流センターに集まってから学校に

移動しなければならないとは考えておりません。計画の中で学校施設を

お借りする日は、そちらを集合場所することも可能と考えております。 

 

白井健一郎副委員長 地域交流センターでは高齢者向けの講座や一般市民向け

の講座がたくさんありますよね。その中の一つにこどもの講座も組み入

れるのですか。特別扱いせずに講座の一つとして地域交流センターの部

屋を使ってされるというわけですね。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 そのように考えております。 

 

吉岡福祉部長 先ほどの学校の中でというところで補足します。児童クラブに

ついては、学校が終わってからすぐに児童クラブに行く必要があります。

学校から近いところが良いということで今回は学校の教室をお借りでき

ましたので、そちらに整備しました。児童館の生涯学習的な機能につい



 9 

ては、子どもは一旦家に帰ってからこれらに参加することになりますの

で、必ずしも学校の近くになければならないものではないことを御理解

いただきたいと思います。 

 

山田伸幸委員 そもそも土日に開催するんじゃなかったですか。帰る必要ない

ですよね。そのためだけに来るということですよね。 

 

松尾数則委員長 山田委員、今のは質問ですか。（「はい」と呼ぶ者あり）も

う一度言ってください。 

 

山田伸幸委員 土日開催なら、子どもが家に帰るという話は一切関係ないので

はないかという質疑です。 

 

吉岡福祉部長 土日開催の場合は、委員がおっしゃるとおりだと思います。 

 

山田伸幸委員 平日も児童館クラブはあるんですか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 現在、平日に開催している児童館クラブ活

動もあります。今後につきましては、学校の時間割も見ながら子どもた

ちが一番集まりやすい形での開催を考えております。 

 

吉永美子委員 ２、活動例について、これは現在行っているものですか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 ２、活動例で示しておりますのは、プロポ

ーザルを実施した事業者から提案があった内容で、事業者のほうでは実

施例があるものです。 

 

吉永美子委員 プロポーザル事業者から、「このような活動はいかがですか」

と提案されたということは、これらは、現在、本市では行っていないと

いうことですか。 
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長井福祉部次長兼子育て支援課長 現在の児童館クラブ活動は、この内容では

ありませんが、伝承遊びや地域の方に将棋、卓球などを教えていただく

という内容の活動は行っております。 

 

山田伸幸委員 平日に児童館クラブ事業をやっておられるということなんです

が、水曜日に開催されているんでしょうか。ほかの日は難しいんじゃな

いかと思うんですが、どうでしょうか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 平日の児童館での活動は、水曜日が多くな

っています。（後刻、訂正発言あり） 

 

山田伸幸委員 地域交流センターの利用状況を詳しく調べておりませんが、須

恵地区の場合はほぼいっぱいです。市民館にもよく行きますが、そこで

もやはり各部屋いろいろな教室で使われていると思うんです。今後、早

くから児童館クラブのために部屋を予約して、定期的に使えるようにし

ようとしておられるんでしょうか。もしそうであれば、これまで使って

こられた皆様にも影響が出ると思うんですが、そういった了承等は得て

いるんでしょうか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 地域交流センターを所管する課から、「利

用は可能である」と聞いております。今利用しておられる方との調整も

含めて今後協議してまいります。 

 

白井健一郎副委員長 地域交流センターに移設した場合、例えば、高齢者との

触れ合いなど地域活動の意味合いも強くなるんでしょうか。もう一度尋

ねます。地域交流センターに移設した場合、例えば、児童館事業の場合

は、厚生員が２人とか３人とかお話があり、資格を持たれた方が指導員

としていて、その指導の下に楽しいゲームなどをしたりするわけですが、

地域交流センターに移るということは、従来の児童館事業では関わらな
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かった地域の高齢者や地元の方々と関わって、地域の人と人とのつなぎ

や結びつきが生まれることが副次的作用としてあるのですか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 地域交流センターに場所を移してという場

合でも、児童館クラブ活動に代わるクラブ活動を調整するコーディネー

ターについては、委託先に配置をお願いしたいと思っております。その

方を中心に年間計画を立てて、遊びを提供するカリキュラムをコーディ

ネートする人は、委託先のほうでお願いしたいと思っております。実際、

今後子どもたちにいろいろな遊び、イベントを提供してくださる方は、

資料３でお示ししたように民間でのこれまでの実績に基づいて行う部分

もあります。しかし、これまで児童館で行っていたときは、地域の方に

講師になってもらい、昔の遊びを教えていただいて一緒に遊ぶことをし

ておりました。公民館活動でいろんな活動をしておられる方に手芸や工

作を教えていただくなどこれまで行ってきた地域との触れ合いを今後も

大切にしながら行っていきたいと考えております。今は児童館には厚生

員がおりますが、厚生員が直接指導役になってという部分だけではなく、

地域の力もお借りしながら児童館クラブ活動を行ってまいりましたので、

今度はその厚生員に当たる部分を委託先にお願いしますが、地域との触

れ合いも大切にしながら行っていきたいと思っております。 

 

大井淳一朗委員 児童館の厚生員ではないが、委託先の調整役が児童館クラブ

活動に代わるものを行うという答弁でしたが、ある程度やんちゃな子ど

ももいますから、そういう子どもを含めてしっかりと目を配れる人でな

いといけないと思うんです。委託するに当たって、その辺の担保はでき

るんでしょうか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 その辺りは、既に他市で児童館の運営や放

課後子ども教室の運営実績がある事業者から選びたいと思っております。

もちろん安心、安全が一番ですので、その辺りは業者選定の際にきちん

と配慮してまいります。 
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奥良秀委員 選定の中で、先ほど来から出ているコミュニティ・スクールとも

連携しているかもきちんとチェックされているんですか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 それは民間の業者が現在実施している中で

ということですか。（「はい」と呼ぶ者あり）その辺りも児童館クラブ

のプロポーザルの資料にはありました。 

 

吉永美子委員 先ほど「平日に開催している児童館クラブもあります」とおっ

しゃっていて、水曜日が多いと言われたんですが、逆に放課後児童クラ

ブの子ども以外で、この児童館クラブを水曜日にされている人数が分か

れば教えてください。実態を知りたいです。何が言いたいかというと、

先ほど、部長は、「一旦家に帰って」とおっしゃっていて、水曜日に、

平日に児童館クラブの活動の中であって、１００％が放課後児童クラブ

の子どもたちであれば、今のところ問題はない。将来的に他の校区も地

域交流センターに移行という流れになってしまう懸念を感じているので、

お知らせいただけたらと思います。今回のことがモデル事業として、将

来は他の児童館もとおっしゃっているのでお聞きします。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 現在実施している児童館クラブ活動で、平

日に行われているものに参加している児童の数ということでよろしいで

しょうか。 

 

吉永美子委員 放課後児童クラブの子どもたちが１００％なのか、それとも、

児童館クラブに来ている子どもたちが多く占めているのかという実態を

教えていただきたいということです。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 平日の児童館クラブに参加している子ども

の数を申し上げます。平成３０年度は４５１人、それから、平成３１年

度は３３８人、令和２年度と令和３年度はゼロ人です。児童館クラブ活
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動の中で放課後児童クラブに属している子どもの人数は承知しておりま

せん。 

 

吉永美子委員 令和２年度と令和３年度は、コロナ禍の関係なんですか。開催

しなかったということですか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 令和２年度はコロナ禍の影響で、クラブ活

動ができておりません。令和３年度は、クラブ活動が全て土曜日の開催

に変わっております。 

 

吉永美子委員 先ほど「平日に開催している児童館クラブはあります」とおっ

しゃっていたけど、令和４年度は平日に戻ったということですか。（発

言する者あり）先ほど、「平日に開催しているクラブはあります」とお

っしゃいましたよね。「水曜日が多いです」とおっしゃいましたよね。

ということは、令和３年度は土曜日ばかりだったけど、令和４年度は平

日にも開催しているクラブがあるということになりませんか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 令和４年度もクラブ活動は土曜日です。平

日にクラブ活動があったのは、平成３１年度までです。 

 

吉永美子委員 では、先ほどの御答弁はどういう意味でしょうか。平日に開催

しているクラブもあり、それに対して質疑があり、水曜日が多い旨をお

っしゃいましたが、現在は開催していないということでしょうか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 訂正します。平日に開催があったのは平成

３１年度までです。令和２年度以降は、平日の開催はなく、土曜日の開

催となっております。 

 

山田伸幸委員 今後予定等について、児童クラブの保護者、学校関係者、地域

の皆様等に何か説明されたんでしょうか。 
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長井福祉部次長兼子育て支援課長 放課後児童クラブにつきましては、実施者

が変わるということを保護者に御連絡しておりますが、児童館のことに

つきましては、まだ御連絡しておりません。 

 

山田伸幸委員 もしこれが可決されたならば、それから話をしに行くというこ

となんでしょうね。地域交流センターを造るときも、まず議会の議決を

経てからと言われて、議会はすごく重い責任を負ったんですけど、後に

なって地域から非常に困惑の声が多数上がりました。地域の皆様にある

程度のコンセンサスを取ることが行われないまま、議会に丸投げされて

いるとしか受け取れないんですけれど、今後もこういうやり方を続けら

れるんでしょうか。 

 

吉岡福祉部長 ほかの事業に関しては何とも申し上げられませんが、今回のこ

の児童館の件につきましては、やはり可決されてから次に進めていかな

ければならないと思っておりますので、まずは議会の承認を頂きたいと

考えております。 

 

山田伸幸委員 保護者の皆様にはどういう形でお知らせされているんでしょう

か。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 保護者の方にお知らせしているのは児童放

課後児童クラブ事業についてですが、それについてでしょうか。（「は

い」と呼ぶ者あり）これまで実施してきた事業者が変わるということを

お知らせしております。事業者が決定する前にお知らせしておりますの

で、詳細につきましては事業者決定次第としております。 

 

山田伸幸委員 児童館が廃止されて、今後、児童館クラブも含めて地域交流セ

ンターで実施されることもお知らせされているんでしょうか。 
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長井福祉部次長兼子育て支援課長 放課後児童クラブの場所が変わることは、

今年度の募集の中で小学校に変わる旨をお知らせしております。児童館

につきましては、保護者の方にはまだお知らせしておりません。 

 

吉永美子委員 先日の御説明ですと、「この度の小野田児童館の移設は、民間

活力を導入したモデル事業である」ということでした。今後は、他の児

童館についても今回をモデルとして変わっていくと認識しているわけで

すが、そうなると、子どもの生涯学習機能が二つとも地域交流センター

に移動することを考えると、また、ほかの地域交流センターに移動して

いくことを考えると、児童館の建物を使うよりも、地域交流センターを

使ったほうがいろいろな意味で良いという結論に至っているのでしょう

か。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 今後の子どもたちの生涯学習の場につきま

しては、もちろんこれまでどおり地域の方との触れ合いも大切にしたい

と考えております。ただ、児童館の現状としまして、現在、放課後児童

クラブがスペースを占める割合が大変高くなっている地域もあります。

もともと児童クラブ事業を開始する前は、児童館は放課後に保護者が家

庭にいない子どもの居場所を提供するという目的で始まっております。

その後、放課後児童クラブの事業を始めて、今はそちらにシフトしてお

りますが、実情としましては、児童クラブ事業の専有に近い状況にもな

っております。この辺りの実態も含めての結論です。ただ、小野田児童

館につきましては、建物が大変古くなっており、危険度が増しているこ

とが一番の理由です。 

 

奥良秀委員、「たられば」を言って申し訳ないですが、例えば、小野田児童館

としてある程度新しい建物があった場合にもこういったことは起きてい

ましたか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 小野田児童館が老朽化して、今後どうして
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いくかを検討した際に、児童クラブ事業につきましては、保護者からの

要望も多く、移転先は必ず必要だという認識を持っておりましたので、

小学校に移転ということになりました。児童クラブの施設としての建て

替えも一時期検討しておりましたが、児童館事業につきましては、児童

館を設置した頃に比べて現在の児童館の状況が変化していることもあり、

また、山陽地区には児童館がありませんので、市内全ての地区に児童館

を建設して、維持していくことは不可能ですので、その辺りから児童館

の建て替えについては検討しておりません。 

 

大井淳一朗委員 子どもたちのことを中心に聞いてきましたが、やはり現場の

職員の今後も気になります。小野田児童館もそうですが、この議案がも

し可決された場合は、他の児童館の職員の処遇にも影響してくると思う

んですが、今後の身分などはどのように考えていらっしゃるでしょうか。

指定管理者任せではいけないと思うんです。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 児童館の職員は社会福祉協議会の職員です

ので、今後の処遇は社会福祉協議会ともしっかりと協議してまいりたい

と考えております。 

 

大井淳一朗委員 例えば、指定管理者の限られた期間の中で七つの児童館の職

員がこれだけ必要ということで、それに応じて指定管理者は職員を充て

ているんですけれども、もしこの度の議案が可決されれば、小野田児童

館の職員分は変わるんですよ。この変更について、「変わりましたから

お願いします」では無責任だと思うんです。協議とおっしゃいましたが、

具体的にどのような協議をされるんですか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 小野田児童館の職員につきましては、現在、

児童館の人員体制が十分ではなく、本所から応援に行くなど緊急的な措

置を取っていただいているところがありますので、そういった児童館に

配置していただきたいと考えております。 
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吉永美子委員 先ほど、児童館における放課後児童クラブの割合が高いと答弁

されたように思いますが、そうなると、資料３、「２、児童の集団的指

導及び個別的指導の活動例」について、これはプロポーザルで事業者か

ら提案が出ているということでしたが、こういった事業が放課後児童ク

ラブの子どもたちがいることによって、活動が妨げられることになると

いうことですか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 現状では児童館で実施している児童館クラ

ブ活動に放課後児童クラブの子どもたちも参加しています。児童クラブ

を利用しない子どもたちも参加しています。それが表の一番上の人数で

す。児童クラブがあるから児童館クラブ活動がしにくくなっているとい

うことはないと考えております。 

 

吉永美子委員 この度の議案について、小野田の児童館が古くなっていると。

新たな建設はもう無理ということでした。なぜ今こだわって申し上げて

いるかというと、今回の議案が、他の児童館の活動に影響を与えると、

民間活力を導入したモデル事業になると言われるので、私の認識は違う

んだけど、今回のことで児童館クラブ活動は地域交流センターでやって

いくという流れになるのであれば、児童館クラブ活動に放課後児童クラ

ブの子どもたちがいることで邪魔になっているのかと聞いたんです。一

緒になってやっていて、先ほどの答弁で「放課後児童クラブの子が多く

て」とおっしゃったから、邪魔になっているんですかとお聞きしたんで

す。放課後児童クラブの子どもたちがいることによって、児童館での活

動自体の邪魔にはならないんじゃないでしょうか。何が言いたかと言う

と、児童館で活動するよりも地域交流センターで活動するほうが子ども

たちにとって良いという理由が欲しいんです。例えば、児童館では地域

の方が来づらいなど。電車遊びなど高齢者からいろいろなことを教えて

いただいているんでしょう。児童館で行うよりも地域交流センターで行

うほうが子どもたちにとって、また、地域の方にとって良いということ
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がはっきりしていれば、地域交流センターに移行していく意味も大いに

あると思うんです。モデル事業ということは、これから先、ほかの児童

館も地域交流センターに移転する流れでしょう。これから全部に波及す

るんであれば、ここが気になるわけですよ。地域交流センターで行う意

味がどこまであるのかということです。 

 

松尾数則委員長 吉永委員の意見は非常に重要な問題ですよね。市長の施政方

針にある「ひとを創る」で、市長は子育て支援を充実させると言ってい

るわけですから。児童館を廃止することが今までの発展形じゃないとい

けないと思うんですが、お答えは頂けますか。 

 

吉岡福祉部長 地域交流センターにつきましては、現在、各小学校区にありま

す。今後、地域交流センターが地域の拠点となって、市の「協創」を進

めていくことを考えれば、やはり児童館機能が地域交流センターに移る

ことには大変重要な意義があると考えております。 

 

吉永美子委員 もう少し説得力のある言葉が欲しいと思います。地域交流セン

ターだからこそ、児童館よりもいいんだということが欲しいんです。 

 

吉岡福祉部長 言葉足らずで申し訳ありません。先ほどお話もありましたが、

地域交流センターには地域の高齢者がたくさん行っておられます。そう

いった方との交流も踏まえると、今後、地域の多世代にわたる交流が実

現できるんではないかということも考えて、地域交流センターに移るこ

とは非常に重要だろうと思っております。 

 

山田伸幸委員 地域交流センターに移るということは、もし児童館クラブの子

どもたちが授業を受けようとすれば、移動しなくてはいけないですね。

今までは児童クラブから同じ建物内の児童館に行けば受けられていたん

ですが、今後はそうはいかなくなるということでよろしいんですか。 
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長井福祉部次長兼子育て支援課長 今までは同じ場所にありましたので、放課

後児童クラブの子どもたちも児童館クラブ活動に参加できておりました。

今後、小学校内に移りましたら、資料３に示したような活動、伝承遊び

や地域の高齢者との触れ合いという活動は、放課後児童クラブ事業の中

でも実施していくという提案を受けておりますので、こちらについては

放課後児童クラブでも実施していく予定です。 

 

大井淳一朗委員 放課後児童クラブは、こういった指導、教育はできないんじ

ゃないですか。次長は、放課後児童クラブでもできるとおっしゃいまし

たが、どうなのでしょうか。私のイメージが違うのでしょうか。放課後

児童クラブの内容について教えてください。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 放課後児童クラブで行う場合には、放課後

児童クラブで過ごす時間のレクリエーションとして実施するようになり

ます。 

 

大井淳一朗委員 レクリエーションという時間があるんですか。その中で児童

館で従来やっていたことができるんですか。そこの線引きが難しいと思

うんですが、いかがでしょうか。 

 

長井福祉部次長兼子育て支援課長 現在の放課後児童クラブにおいてもこうい

った活動、レクリエーションをしておりますので、長時間にはならない

と思います。放課後に子どもたちが帰ってくるのが午後３時前後ぐらい

から、早い子どもで午後５時まで、お迎えを待つ子どもで６時までとな

り、半日掛けてということにはならないと思いますが、時間の中で子ど

もたちが放課後に楽しめるような催しをしていただいているようですの

で、本市の児童クラブにおいてもそれは可能だと思っております。 

 

松尾数則委員長 大井委員の質問中ではありますが、換気のために１０分ほど

休憩したいと思います。 
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午前１１時 休憩 

 

午前１１時１０分 再開 

 

松尾数則委員長 それでは休憩を解きまして、審査を続行します。 

 

大井淳一朗委員 先ほど、児童クラブのレクリエーションの中でいろいろな遊

びができるということは確認できました。これは前回の委員会でも出て

いたことなんですが、こういった児童館クラブに代わるものを民間に委

託することで良くなるイメージが、私も含めて各委員にまだないと思う

んですよ。やはり民間に委託することで何が変わるのか、どういった点

で良くなるのかってことをもうちょっと具体的に示していただくと助か

ります。 

 

長井市民部次長兼子育て支援課長 放課後児童クラブを受託する民間業者を決

めるプロポーザルの中に、児童クラブでのレクリエーションの例として

挙げられておりましたのが、資料３の２で例示した活動例です。参加し

た事業所は、放課後児童クラブ事業だけでなく、児童館や放課後子ども

教室の実施実績がありましたので、その経験を踏まえて、資料３の２に

示した活動が可能です。その辺りを踏まえて、これまでは社会福祉協議

会に事業をお願いしておりましたので、厚生員や地域の方が児童館クラ

ブの先生役になったり遊びの主導役になったりしておりましたが、今後

は、全国展開している事業所のこれまでの実績を踏まえて、これまでと

は方向性の違った活動が可能と考えております。そういったことで、資

料３の２で例示しております。子どもたちに広い視野でのレクリエーシ

ョン、活動を提供できると思っております。 

 

大井淳一朗委員 小野田児童館を廃止することによって、今後、小野田地区が
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モデルケースになるということは、先ほどから言われています。これは

旧小野田市域だけではなくて、旧山陽町域にも、つまり、山陽小野田市

全体に広げていきたいという答弁もあったわけです。山陽地区には放課

後子ども教室がありますが、それもなくなって、先ほど次長が言われた

ものに替わると理解してよろしいでしょうか。 

 

長井市民部次長兼子育て支援課長 現在、山陽地区の小学校区で実施されてい

る放課後子ども教室をなくすというところまでは議論しておりません。

ただ、今後、これから小野田小学校区で実施する内容を踏まえて、放課

後子ども教室がより楽しくなるような、子どもたちが魅力を感じてくれ

るような事業に発展していくことが目標ですので、良いところは放課後

子ども教室にも取り入れていただきたいと思います。 

 

大井淳一朗委員 放課後子ども教室は教育委員会のことですので、今後どうす

るかは協議されると思うんですが、旧小野田地区には、多分、放課後子

ども教室はないですね。それを増やすという意味ではないですね。そう

いうことを考えているわけではなくて、小野田小学校区のモデルケース

を山陽地区にも広げるということですね。山陽地区においても広げる中

で、放課後子ども教室をどうするかは、また今後検討するかもしんない

けど、旧小野田地区に放課後子ども教室を増やすわけではないですよね。 

 

長井市民部次長兼子育て支援課長 委員がおっしゃるとおり、旧小野田市の地

域に放課後子ども教室を作るということではありません。 

 

白井健一郎副委員長 話の流れと違う議論になってしまうんですが、私はこう

いう問題を考えるときに、何の価値が問題となっているのかを絶対に忘

れちゃ駄目だと思うんです。本件の場合は、公共施設の機能を民間に委

託するということで、これは長い目で見たときの本市の持続可能性とい

う視点を絶対に忘れては駄目だと思うんです。どういうことかというと、

人口減少、少子高齢化の中で本市が生き残るために行政をどの程度の大
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きさで考えるのかという問題だと思うんです。もう一つ対立した価値が

ここにあります。それは市民生活、市民福祉、特に子どもの福祉という

価値観があり、これは非常に大切な問題であり、前者の単に人口減少な

どだけを見ていたのでは、先細りが目に見えているわけです。ですから、

この対立で私は考えるんですけれども、先週の議論において、私は小野

田児童館廃止について反対していたんです。というのも、先ほど申し上

げた子ども福祉という観点から見て、後退し過ぎるのではないかと思っ

ていたからなんですが、週末に考えまして、意見を変えるに至りました。

今話を聞いていても、地域交流センターである程度代替機能が果たせる

のではないかと思っています。先週、議員は議場で山陽小野田市のＬＩ

ＮＥに登録したんですけれども、今日そのＬＩＮＥから「子育ていいね」

というところを見てみました。そこから、例えば、今の児童館の働きが

見られますし、検索機能を使って、地域交流センターでどういった講座

が行われているかを見たところ、かなり充実していて、かなり活発に活

動が行われているという印象を受けました。ここで子どもを対象とした

講座が開かれても、同じように盛り上がるんじゃないかと期待を抱かさ

れるものでした。私はそういう視点から意見を変えたわけですけれども、

副市長がおられるので、御意見を頂きたいと思います。 

 

古川副市長 １２月１日に本市の公式のＬＩＮＥを開設しましたところ、登録

していただき、特に副委員長におかれましては、すぐ活用していただき、

いろいろと調べてくださり、ありがとうございます。市の子育て支援の

考え方には、ソフト面から入るのか、ハード面から入るのかという大き

な方向があります。今まで、市の行政は、ハード面を充実させてきまし

た。これは子育てだけではなくていろいろな場面でハード面を中心にし

てきたわけですが、今後、子育て支援につきましては、ソフト面に特化

していく必要があろうかと思っております。その典型的なシンボルがス

マイルキッズで、６項目にわたるいろいろな事業を展開しています。ス

マイルキッズでの事業の充実、それから、今年４月に出産祝金や入学祝

金の制度を設けましたし、医療費の助成も行っています。今後、子育て
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支援については、ソフト面からのアプローチを主軸にすることが基本的

な考え方になると思います。 

 

山田伸幸委員 休憩前に問題にしていたところですが、問題は今まで児童館で

行われていた様々な活動が地域交流センターで行われることになり、児

童クラブの子どもたちがそれに触れ合えなくなるということです。これ

をどのようにするかというと、先ほどの答弁では、それらに近いものを

児童クラブのレクリエーションの中でやればいいんじゃないかというこ

とでした。しかし、実施するほうにとっては二度手間になるわけですよ。

せっかく児童クラブを学校で行っていて、広くなったので、そういうも

のが活用される必要があるのではないかと思います。先ほど地域交流セ

ンターでいかにもすぐにできるようなことを言っておられますが、これ

はかなり調整が必要だと思っています。私自身も地域交流センターの中

でいろいろさせていただいていますけれど、そう簡単に部屋を予約でき

ないんですよ。何か今すぐにでも、「やれます」、「調整します」と言

われるんですけど、本当にできるのでしょうか。それと、懸念として、

今まで児童館で働いていた皆様は、ほかのところに配置転換されるんじ

ゃないかと言われていたんですが、慣れた子どもたちにとって、指導員

が変わることは非常にストレスが掛かることだと思います。その点で非

常に大きな不安があるわけですが、そういった子どもたちのストレスに

ついてはどのように考えられますか。 

 

長井市民部次長兼子育て支援課長 委員がおっしゃる指導員というのは、児童

館の厚生員ということでしょうか。（「違う、違う」と呼ぶ者あり）児

童クラブのほうではなく、館の職員が変わることによって……（発言す

る者あり）児童クラブの指導員が新しく替わることについて、子どもた

ちのストレスがどうかということですか。クラブのほうですね。（「は

い」と呼ぶ者あり）児童クラブにつきましては、受託者が決定次第、現

在の受託者と雇用に関する協議を行っていくようになりますので、引き

続き現在の事業者に残られるのか、それとも、新しい事業者に替わって、
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引き続き今勤めている児童クラブに残られるのかは、今後の協議になり

ます。市としては、できるだけ今いらっしゃる児童クラブの支援員の皆

様方に残っていただくほうが望ましいとは考えております。 

 

山田伸幸委員 現在でも指導員の確保は非常に難しくて、今、おられる皆さん

が……何か問題ですか、非常に苦労して集めておられる。児童館の中で

今までやられていたことが、広い居室に替わられるというのは喜ばれる

かもしれませんけれど、児童館の廃止で今まで慣れ親しんできた先生が

いなくなるというのは、非常に子どもたちのストレスになるのも必然だ

と思っています。協議されて、本当に継続できるのか。非常に大きな不

安があるとともに、子どもたちのことを第一に考えるならば、しっかり

としたケアが必要ではないかと思いますが、市としてはどのようなこと

を考えておられるのでしょうか。 

 

長井市民部次長兼子育て支援課長 放課後児童クラブの支援員が替わることに

ついて、子どもたちに接する人が替わるということは、子どもたちにと

ってもストレスが掛かると御心配いただいていると解釈しました。しか

し、それは児童クラブ事業のことですので、それにつきましては、先ほ

ども少し述べさせていただきましたが、これまでの受託者と新しい受託

者間での協議、調整になろうかと思っております。 

 

松尾数則委員長 山田委員、本件は児童館の話です。 

 

大井淳一朗委員 もしこの議案が可決されれば、老朽化が進んでいる小野田児

童館を解体しなければいけないこと、そして、その後どうするかという

問題がありますが、この辺りの見通しは立っていますか。 

 

古川副市長 この議案が可決されましたら、大井委員が懸念されている問題が

出てきます。これは、企画部が所管している公の施設の今後の在り方の

ステージにシフトして、施設を解体した後に土地をどうするかについて
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は、そこで議論の対象になろうかと思います。 

 

奥良秀委員 担当課はよく御存じだと思うんですが、児童館施設がなくなって、

解体などをされる中で、あそこは、児童クラブの送迎場所にもなってい

るんです。小野田小学校は、駐車場がほとんどない施設で、送迎場所も

ないです。企画部がそういうことを分かっているのでしょうか。 

 

古川副市長 現在、行政財産として福祉部が所管しておりますが、それが普通

財産になるのか、又は教育委員会がそこを駐車場として使うので教育委

員会の行政財産になるのか、審議会は全庁的に行うので、そこでいろい

ろな意見が出されて集約されると思います。奥委員が言われたことも、

当然、そ上にのってくると思います。 

 

吉永美子委員 この資料３の中で、子どもの生涯学習機能は小野田地域交流セ

ンターに行くと。例えば、２番目にある児童の健全育成は常設となって

いるんですが、地域交流センターを所管する市民活動推進課とはこうい

った協議はされているんでしょうか。 

 

長井市民部次長兼子育て支援課長 「子どもの遊びの拠点と居場所（常設）」

と書いておりますが、これは現状のお話です。ですので、児童館がなく

なった場合には、この事業は常設ではなくなります。 

 

吉永美子委員 子どもの生涯学習機能が移動することについて、地域交流セン

ターを所管する市民活動推進課と協議されていますか。 

 

長井市民部次長兼子育て支援課長 児童館クラブ活動を小野田地域交流センタ

ーで行うことは協議しておりますが、子どもの遊び場の拠点と居場所に

つきましては、今後、常設の場所がなくなります。（「すみません、良

く聞こえませんでした、最後」と呼ぶ者あり）子どもの遊びの拠点と居

場所につきましては、常設ではなくなりますので、特に施設の所管課と
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協議はしておりません。 

 

大井淳一朗委員 子どもの遊びの拠点と居場所が常設でなくなると言われまし

た。「ここはなくなるんだろうな」というイメージは分かるんですが、

移設先が小野田地域交流センターと書いてあり、ここは斜線でもないの

で、随時で子どもの遊びの拠点と居場所の機能があるんですか。もう児

童館クラブ活動しかなくなるのかと思っていたんですが、ここはどうな

るんですか。先ほどの「常設ではなくなる」という意味が分からないの

で、具体的に説明してください。 

 

長井市民部次長兼子育て支援課長 資料に移設先と書いておりますが、おっし

ゃるように、移設先として準備するわけではなく、地域交流センターや

図書館等を利用していただくようになります。 

 

白井健一郎副委員長 私は、高千帆地域交流センターの体育館で月に一度ボッ

チャをしているんです。そのときに子どもたちが集まってくるんですが、

始まる前や終わった後の１０分間から２０分間雑談するだけで、お互い

触れ合えるというか、そういうものが出来上がると思うんです。ですか

ら、必ずしも遊びの拠点や居場所づくりで決定的なマイナスにならない

気がするんですけど、どうでしょうか。 

 

長井市民部次長兼子育て支援課長 副委員長がおっしゃったように、地域でい

ろいろな行事もしていただいております。その中で子どもと大人が一緒

に参加できる行事もありますので、そういったところでの触れ合いは今

後もこれまでどおり深めていただければと思っております。 

 

山田伸幸委員 先日、ロビーを使うようなことを言われたんですけど、それは

これには当たらないということでしょうか。子どもの居場所ではないと

いうことですか。 
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長井市民部次長兼子育て支援課長 交流センターのロビーも居場所の一つと考

えております。 

 

松尾数則委員長 暫時休憩します。 

 

午前１１時３４分 休憩 

 

午前１１時４５分 再開 

 

松尾数則委員長 それでは休憩を解きまして、審査を続行したいと思います。

この案件は非常に重要な案件だと認識しておりますし、議員間の意見を

まとめられるように自由討議を行います。 

 

奥良秀委員 旧小野田市域にある児童館が今後なくなっていくという方向で、

機能が各地域交流センターに移管されるということですが、私としては、

まだ、……執行部からは金曜日もその場しのぎのような答弁がかなりあ

りましたし、今回も、いきなり図書館でも何かやるような話もありまし

た。やはり子どもたちのことが一番心配ですので、もっといろいろと話

をしていければと思っています。また、駐車場の話も先ほど言わせてい

ただきました。副市長は「最終的には企画課と話してから」と答弁され

たんですが、その言葉はどうなのかというところもありまして、地域の

実情、地域のニーズをもっと分かっていただきたいというところがあり

ました。 

 

大井淳一朗委員 説明を受けて、児童館を廃止してどうなるのかについて個別

的には答弁がありましたが、いま一度、議員もそうですが、執行部側で

もそれによって得られるメリットとデメリットをしっかり整理されて、

比較表を作られているとは思うので、そういったものを提示してもらっ

て、本当にこの議案を可決していいのかは、やはり慎重に検討しなきゃ



 28 

いけないと思っています。特に、「児童の健全育成の子どもの遊びの拠

点と居場所が常設ではなくなります」という言い方だったんですけど、

これがなくなるということ、そして、これが旧小野田市域の児童館にも

波及していくということですから、やはりその辺もしっかり改めて明確

にしていくと。これが一つのデメリットだと思いますし、本当に地域交

流センターに移管することで、より良くなるのか、民間に委託すること

でより良くなるのかということも含めて、メリットとデメリットを表示

して比較したものをいま一度出していただきたいと思います。 

 

松尾数則委員長 資料として何を出してもらいたいのですか。 

 

大井淳一朗委員 メリットとデメリットをいま一度整理して、示していただき

たいと思っています。 

 

吉永美子委員 今日結論を出すのは大変難しいと思います。先ほどからお話に

出ていますように、今回の小野田児童館機能の移転ということで説明が

ある中、「民間活力を導入したモデル事業としていく」、「ソフト面に

力を入れる」、また、「将来的に山陽地区との差を埋めたい」という話

がありましたが、本当にそういう形になるのかと考えます。あわせて、

地域交流センターに移行していくことで、多世代の交流になるともおっ

しゃいましたが、児童館機能が移転することと交流が強まることは、ま

た違う話だと思っております。やはり児童館事業が発展的に進んでいく

ようにしていかなければいけないので、今は結論がなかなか出せない、

もっと調査しなければならないと改めて思っています。 

 

松尾数則委員長 調査が必要ということですね。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 

福田勝政委員 古くなったからやめると。人数が少ないからやめると。もしこ

れが新しかったら続けていくのか、もっと人数が多ければ続けていくの

かという問題で、もう少し話し合ってから結論を出してもいいんじゃな
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いかと思います。もう一つ、小野田児童館を利用している市民の意見も

聞いて、今まであったものをなくすというのはどうかと思うんで、もう

一度意見を出し合ったほうがいいと思います。 

 

山田伸幸委員 この問題が小野田地区のほかの児童館に波及するということは、

全市的な問題になってくる、ここだけで止まらないと分かってきたので、

やはり慎重な対応が求められることが明らかになりました。地域との協

議がいまだにされておらず、一部の人がかろうじて知っている程度とい

うのは、やはり問題だろうと思います。地域交流センターのときに、後

でいろいろ意見を聞いて、「もっと私たちの話も聞いてほしかった」と

いう意見がありまして、その反省からもこれはここだけで決めるべきじ

ゃないんじゃないかと思います。それと、子どもたちの居場所がなくな

るというのが明確になってきました。居場所というのは、多岐にわたっ

てあれば安心できるんですけど、そのうちの重大な一つがこれによって

なくなってしまうというのは非常に問題だと思いますので、ここで結論

を出すのはいかがなものかと思いつつ、議論に参加しています。 

 

白井健一郎副委員長 １点だけ述べます。場所の点です。執行部の答弁で、ロ

ビーという話が出ました。あれを聞いたときは、「どうなんだろう」と

思ったんですが、よくよく考えてみると、例えば、高千帆公民館にも１

階の教室以外の場所にピアノが置いてあって、椅子が五つぐらい並べて

あるスペースがあって、そういうところにぶらぶらと子どもたちがたむ

ろすることをイメージするならば、小野田地域交流センターで同じ機能

を持っているのがロビーなのかという気がしなくもありません。 

 

松尾数則委員長委員 どうも皆様の御意見いろいろと統合すると、そうですね

……。 

 

大井淳一朗委員 継続審査という話もあるかもしれませんが、定例会中にまだ

時間がありますので、今日は結論を出さないとしても、委員が言われた
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ことを含めていま一度調査して、議論を尽くすことは必要だと思います。

それと、居場所なんですが、一般質問で「第三の居場所」について質問

する議員もいます。これについて執行部がどう考えているかが数日後に

は明確になりますので、もちろんそれだけでは判断できませんが、参考

になると思います。あとはメリットとデメリット、それと、市長が子育

て支援や子どもの育成についてどう考えているのか分からないという意

見もありました。副市長は答弁されていますが、可能ならば、地域交流

センターのときのように市長の言葉で、市長から述べていただきたいと

いう思いもあります。可能であれば、委員長に調整していただければと

思います。いずれにしても、今日は結論を出さず、定例会中にできる限

りのことをしましょう。 

 

松尾数則委員長 定例会中にできるかどうかという問題もあるんですがね。 

 

大井淳一朗委員 結論を出すという結論ありきではありませんが、しっかりや

っていかないといけません。 

 

松尾数則委員長 もう少し質疑が必要だということですね。（「はい、そうい

うことですね」と呼ぶ者あり） 

 

奥良秀委員 大井委員が言われたとおり、山陽小野田市の政策の一つに、子ど

も・子育てがある中で、やはり市長の説明の中では、そういったことは

余り深く言っていなかったと思うんです。だから、もしそういったとこ

ろも聞けるのであれば、委員長に調整していただいて、そういう思いを

きちんと言っていただく場を作っていただきたいと思っております。 

 

松尾数則委員長 分かりました。本議案の方針を立てた市長を呼んで、いろい

ろな話を聞きたいと思います。そのように進めるということでよろしい

ですか。（「はい」と呼ぶ者あり）本日の自由討議はこれで終了したい

と思います。それでは、本日の審査はこれで終了とします。 
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午後０時 散会 

 

令和４年（2022 年）１２月５日 

              

  民生福祉常任委員長  松 尾 数 則   

 


